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(57)【要約】
【課題】本件は、表示画面を有する表示パネルを有し、
さらに、その表示パネルの背面側に、複数の電子部品が
搭載された支持板が広がる電子機器に関し、表示パネル
の背面側に複数の電子部品、特には、例えば大面積のメ
イン基板等が搭載された電子機器における、組立性、分
解性の高い構造を提供する。
　【解決手段】画像を表示する表示画面を前面に有する
表示パネルと、第１面が表示パネル背面に面して広がる
支持板と、支持板の第２面側に固定された第１の回路基
板と、ベース板、ベース板に支持された平板状の電子部
品、およびベース板に固定された第２の回路基板を有し
、支持板の第２面側に支持されたユニットとを備え、第
１の回路基板および第２の回路基板が、ベース板のスラ
イドにより互いに組み合い、ベース板の、逆方向へのス
ライドにより互いに離間する、それぞれ第１のコネクタ
および第２のコネクタを備えた。
【選択図】　　　　図２９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を表示する表示画面を前面に有する表示パネルと、
　第１面が前記表示パネル背面に面して広がる支持板と、
　前記支持板の第２面側に固定された第１の回路基板と、
　ベース板と、該ベース板に支持された平板状の電子部品と、該ベース板に固定された第
２の回路基板とを有し、前記支持板の第２面側に支持されたユニットとを備え、
　前記支持板が、前記ベース板の、前記第１の回路基板に接離する方向のスライドを案内
し、該ベース板の、該第１の回路基板に接近する方向へのスライドにより該ベース板を係
止するとともに、該ベース板の、該第１の回路基板から離れる方向へのスライドにより該
ベース板の係止を解除する第１の案内係止部を有し、
　前記ベース板が、前記支持板に接し前記第１の案内係止部に案内されて前記第１の回路
基板に接離する方向にスライドし、該第１の回路基板に接近する方向へのスライドにより
該第１の案内係止部に係止されるとともに、該ベース板の、該第１の回路基板から離れる
方向へのスライドにより該第１の案内係止部への係止から解除される第２の案内係止部を
有し、
　前記第１の回路基板および前記第２の回路基板が、前記ベース板の、前記第２の案内係
止部が前記第１の案内係止部に案内されて係止されるスライドにより互いに組み合い、該
ベース板の、該第２の案内係止部が該第１の案内係止部への係止から解除されるスライド
により互いに離間する、それぞれ第１のコネクタおよび第２のコネクタを備えたことを特
徴とする電子機器。
【請求項２】
　前記ユニットがさらに、前記電子部品を保持して前記ベース板に支持されるホルダを有
し、
　前記ベース板が、前記ホルダの、前記第１の回路基板に接離する方向のスライドを案内
し、該ホルダの、該第１の回路基板に接近する方向へのスライドにより該ホルダを係止す
るとともに、該ホルダの、該第１の回路基板から離れる方向へのスライドにより該ホルダ
の係止を解除する第３の案内係止部を有し、
　前記ホルダが、前記ベース板に接し前記第３の案内係止部に案内されて前記第１の回路
基板に接離する方向にスライドし、該第１の回路基板に接近する方向へのスライドにより
該第３の案内係止部に係止されるとともに、該ホルダの、該第１の回路基板から離れる方
向へのスライドにより該第３の案内係止部への係止から解除される第４の案内係止部を有
し、
　前記第２の回路基板の少なくとも一部が前記ホルダと前記第１の回路基板との間に広が
るものであって、
　前記第２の回路基板および前記電子部品が、前記ホルダの、前記第４の案内係止部が前
記第３の案内係止部に案内されて係止されるスライドにより互いに組み合い、該ホルダの
、該第４の案内係止部が該第３の案内係止部への係止から解除されるスライドにより互い
に離間する、それぞれ第３のコネクタおよび第４のコネクタを備えたことを特徴とする請
求項１記載の電子機器。
【請求項３】
　前記電子部品が、光ディスクが取出し自在に装填され装填された光ディスクをアクセス
する光ディスクドライブであることを特徴とする請求項１又は２記載の電子機器。
【請求項４】
　前記第１の回路基板が、プログラムを実行するＣＰＵが搭載されたメイン基板であるこ
とを特徴とする請求項１から３のうちのいずれか１項記載の電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本件は、表示画面を有する表示パネルを有し、さらに、その表示パネルの背面側に、複
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数の電子部品が搭載された支持板が広がる電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　パーソナルコンピュータ（以下、「ＰＣ」と略記する）を例に挙げると、ＰＣは、従来
、ＣＰＵ等からなる演算回路を収容した本体装置と画像を表示する表示画面を有する表示
装置とを別体の装置として構成し、それらの本体装置と表示装置をケーブルで接続する構
成が採用されてきたが、液晶等を用いた薄型の表示パネルが登場してきたことから、１つ
には、表示装置を本体装置に開閉自在にヒンジ結合した構造の、いわゆるノート型ＰＣと
呼ばれるタイプのＰＣが登場し、また別のタイプとして、ＣＰＵ等からなる演算回路を表
示パネルの背面側に配置することにより従来の表示装置と本体装置を１つの筐体内に収容
した、いわゆる一体型ＰＣが登場してきている。
【０００３】
　例えば、この一体型ＰＣのような、表示パネルとその背面側に複数の電子部品が搭載さ
れたタイプの電子機器の場合に、如何にして組立ての容易さや修理のときの分解の容易さ
を実現するかが問題となる。
【０００４】
　特に、ＰＣの場合は、大面積のメイン基板が搭載されているが、大面積であることから
組立てや取外しの際に他の電子部品との干渉が生じる可能性が高く、このメイン基板の組
立性を如何にして向上させるかが問題となる。
【０００５】
　特許文献１には、筐体に設けたスライド機構に沿ってボトムケースをスライドさせ、内
部のプリント基板を取り出せる構造が開示されている。
【０００６】
　また、特許文献２には、筐体にスライド機構とストッパを設けパックユニットが脱落す
るのを防止した携帯型ＰＣが開示されている。
【０００７】
　しかしながら、これらの特許文献には、一体型ＰＣのような、表示パネルの背面側に複
数の部品が搭載されるタイプの電子機器における、組立て、分解の容易性を向上させると
いう観点からは着目すべき点は存在しない。
【特許文献１】特開２００６－４１１４０号公報
【特許文献２】特開平７－２３０３４３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本件開示の電子機器の課題は、例えば一体型ＰＣのような、表示パネルの背面側に複数
の電子部品、特には、例えば大面積のメインボード等が搭載された電子機器における、組
立性、分解性の高い構造を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本件開示の電子機器は、
　画像を表示する表示画面を前面に有する表示パネルと、
　第１面が表示パネル背面に面して広がる支持板と、
　支持板の第２面側に固定された第１の回路基板と、
　ベース板と、ベース板に支持された平板状の電子部品と、ベース板に固定された第２の
回路基板とを有し、支持板の第２面側に支持されたユニットとを備え、
　上記支持板が、ベース板の、第１の回路基板に接離する方向のスライドを案内し、ベー
ス板の、第１の回路基板に接近する方向へのスライドによりベース板を係止するとともに
、ベース板の、第１の回路基板から離れる方向へのスライドにより該ベース板の係止を解
除する第１の案内係止部を有し、
　上記ベース板が、支持板に接し第１の案内係止部に案内されて第１の回路基板に接離す
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る方向にスライドし、第１の回路基板に接近する方向へのスライドにより第１の案内係止
部に係止されるとともに、ベース板の、第１の回路基板から離れる方向へのスライドによ
り第１の案内係止部への係止から解除される第２の案内係止部を有し、
　第１の回路基板および第２の回路基板が、ベース板の、第２の案内係止部が第１の案内
係止部に案内されて係止されるスライドにより互いに組み合い、ベース板の、第２の案内
係止部が第１の案内係止部への係止から解除されるスライドにより互いに離間する、それ
ぞれ第１のコネクタおよび第２のコネクタを備えた電子機器である。
【発明の効果】
【００１０】
　本件開示の電子機器は、表示パネル背面に広がる支持板に固定された第１の回路基板と
、その同じ支持板に支持されたユニットとを備え、ユニットが支持板に対しスライドする
ことによりその支持板に係止され、あるいは逆方向にスライドすることによりその係止が
解除され、スライドにより係止されたときに、第１の回路基板のコネクタと第２の回路基
板のコネクタとが組み合い、逆方向へのスライドにより係止が解除されたときにそれらの
コネクタの結合も解除される。この構造により、ユニットも容易に組立て、分解が可能で
あるとともに、第１の回路基板についても、ユニットとの結合、分離が容易であることか
ら組込みおよび取外しが容易となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本件開示の発明の実施形態について説明する。
（全体構成）
　図１は、パーソナルコンピュータ（以下、「ＰＣ」と略記する）の外観斜視図、図２は
、図１に示すＰＣの背面側を見た外観斜視図である。
【００１２】
　図１、図２に示すＰＣ１０は、表示画面２１ａを有する表示パネル２１を保持したＰＣ
本体２０を備えており、このＰＣ本体２０の前面の外形は、表示画面２１ａと、その表示
画面２１ａの周りを取り巻く前枠２２とで形成されている。この前枠２２のの下部には、
シルク印刷によるアイコン２２ａが表示されている。このアイコン２２ａは、電源ボタン
を表わしており、このアイコン２２ａに指を重ねると、このＰＣ本体２０に電源が投入さ
れる。
【００１３】
　この図１、図２に示すＰＣ１０は、表示画面２１ａを有する表示パネル２１を保持する
ＰＣ本体２０の筐体と同じ筐体内の、表示パネル２１の背面側に、ＣＰＵ等からなる演算
回路が搭載されている。
【００１４】
　したがって、ＰＣの通常の構成としては、キーボードを別途用意することで、ＰＣとし
てのひととおりの機能を満足する。本件開示の実施形態についてはキーボードとの関連は
ないため、ここでのキーボードの図示および説明は省略する。
【００１５】
　また、このＰＣ本体２０の筐体背面は、吸気口２３と排気口２４が形成された後カバー
２９で覆われている。吸気口２３は、ＰＣ本体２０の筐体内に外部の空気を取り入れるた
めのものであり、排気口２４は、筐体内で熱せられた空気を排気するためのものである。
【００１６】
　さらに、このＰＣ本体２０の筐体背面には、電源接続部やコネクタ接続部などが配置さ
れているが、ここでの説明は省略する。
【００１７】
　さらに、この図１、図２に示すＰＣ１０は、回転台９０と、ＰＣ本体２０の背面を支持
する支持機構９１を備えている。回転台９０は、ＰＣ本体２０の表示画面２１ａの向きを
変更するための台であり、支持機構９１は、ＰＣ本体２０をユーザの所望の高さ位置に支
持するための機構である。
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【００１８】
　（吸気口構造）
　図３は、ＰＣ本体背面の吸気口の部分を示した断面斜視図である。
【００１９】
　この吸気口２３には、後カバー２９の一部からなる、横方向に並んだ複数の柱２９１を
有し、この吸気口２３は、それらの柱２９１の間に形成された横に並ぶ複数の穴２３１で
形成されている。
【００２０】
　この吸気口２３の内側には、吸気室２５が形成されている。この吸気室２５は、後カバ
ー２９の内壁面２９２と、その内壁面から立設した壁２９３と、シールド板２６とで形成
されている。この吸気室２５の縦方向の寸法ｈは、吸気口２３の縦方向の寸法ｄの数倍広
く、横方向の寸法は、図２に示す、横長の吸気口２３の横寸法とほぼ同一である。このよ
うに、この吸気室２５は、吸気口２３からの吸気流入方向に交わる断面の寸法が吸気口２
３の寸法よりも広く形成されている。
【００２１】
　また、シールド板２６は、内部の電子部品を覆って電気的にシールドする役割りを担っ
ており、さらに、このシールド板２６には、多数の穴２６１が形成されている。これらの
多数の穴２６１は、吸気室２５を形成しているシールド板２６の面、すなわち、吸気室２
５を形成する面のうちの、吸気口２３が形成された側の筐体の内面２９２とは反対側の面
における、吸気口２３の寸法よりも広い領域に分散配置されており、これらの複数の穴２
６１により、吸気室２５の空気を、筐体内のさらに奥に取り込むための空気吸入口２６２
が形成されている。
【００２２】
　このように、本実施形態のＰＣでは、吸気口２３から吸入された空気は吸気室２５で一
旦減速され、この減速されることによってその吸気室２５内に塵埃を残し、空気取入口２
６２を通過して筐体内のさらに奥に取り込まれる。すなわち、本実施形態では、このよう
な簡易な構造で、塵埃除去能力の高い構造を有するＰＣが提供される。
【００２３】
　図４は、図１，図２に示すＰＣ本体２０の、背面カバーを取り外してその内部の構成を
示した図である。
【００２４】
　ここには、ファン２７と、放熱フィン２８が示されている。このファン２７は、筐体内
の空気を強制的に排気するためのものである。このファン２７が回転すると、図２，図３
に示す吸気口２３から空気が取り込まれ、筐体内部を通ってファン２７に達し、このファ
ン２７から吹き出された空気は、放熱フィン２８の隙間を通り、排気口２４（図２参照）
から排気される。筐体内部を通過する空気はファン２７に達する前であっても筐体内部の
様々な電子部品から熱を奪って熱められるが、発熱電子部品である図示しないＣＰＵに放
熱フィン２８が接していて、ファン２７により送り出された空気は、ＣＰＵによって熱せ
られた放熱フィン２８から熱を奪った後、排気口２４から排気される。
【００２５】
　また、この図４には、上述のＣＰＵが搭載され、この図４の右側の広い領域を占める、
メイン基板３０、そのメイン基板３０上に置かれたハードディスクドライブ（ＨＤＤ）ユ
ニット４０、メイン基板３０とコネクタ（後述する）で結合された光ディスクユニット５
０が示されている。ＨＤＤユニット４０および光ディスクユニット５０の詳細については
後述する。
【００２６】
　またここには、この図４の右側を上下に延びる取付金具６３が備えられている。この取
付金具６３についても後述する。
（ＨＤＤ搭載構造）
　図５は、単体のハードディスクドライブ（ＨＤＤ）と、そのＨＤＤを保存するホルダを
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示した斜視図である。
【００２７】
　ＨＤＤ４１は、平面視で略矩形の板形状を有し、前端面にＨＤＤコネクタ４１１が配備
されている。このＨＤＤコネクタ４１１は、このＨＤＤ４１の、ＨＤＤコネクタ４１１が
配置された前端面を先端にして進行させたときに相手コネクタと組み合うコネクタである
。また、このＨＤＤ４１には、その両側面に２つずつ係合穴４１２が形成されている。こ
の図５には、両側面の係合穴４１２のうちの手前側の一方の側面の係合穴４１２が示され
ている。
【００２８】
　また、ホルダ４２は、２つのホルダ部材４２１,４２２で構成されている。これら２つ
のホルダ部材４１２,４２２は、互いに協同して、ＨＤＤ４１が配置される開口４２ａを
形成しており、それら２つのホルダ部材４２１,４２２のうちの一方が他方に対し横方向
（矢印Ｘ－Ｘ方向）にスライド自在であって、そのスライドにより開口４２ａの横幅が拡
縮される。また、ＨＤＤ４１が開口４２ａに配置された状態でその開口４２ａの横幅を狭
めることにより、そのＨＤＤ４１の両側面がこのホルダ４２ａに挟まれて保持される。
【００２９】
　ここで、ホルダ４２を構成する２つのホルダ部材４２１,４２２それぞれの、開口４２
ａを区画している側面には、ピンが２つずつ設けられている。この図４には、一方のホル
ダ部材４２２の側面に設けられ２つのピン４２２ａが示されている。
【００３０】
　図６は、ホルダの開口にＨＤＤを配置した状態を示した図である。
【００３１】
　この図６に示す状態では、ホルダ４２の開口４２ａは、その横幅が開いた状態にある。
【００３２】
　図６に示すように、ＨＤＤ４１がホルダ４２の開口４２ａに配置されて、さらにその開
口４２ａの横幅が狭められると、ホルダ４２の両側面のピン（ピン４２２ａ等）がＨＤＤ
４１の両側面の係合穴４１２（図５参照）に入り込み、これにより、ホルダ４２に対する
ＨＤＤ４１の位置決めがなされるとともに、ＨＤＤ４１がホルダ４２に確実に保持される
。
【００３３】
　２つのホルダ部材４２１，４２２のうちの一方のホルダ部材４２１には、クリック用の
２つの突起４２１ａが形成され、もう一方のホルダ部材４２２には、それら２つの突起４
２１ａがそれぞれ入り込む２つの穴４２２ａが形成されている。
【００３４】
　図７，図８は、ホルダの２つの突起および２つの穴のうちの一方の組合せの部分を示す
図である。図７は、開口の横幅を広げた状態における、突起と穴の位置関係を示しており
、図７は、開口の横幅を狭めた状態における、突起と穴の位置関係を示している。
【００３５】
　開口４２ａの横幅を広げた状態においては、図７に示すように、突起４２１ａはホルダ
部材４２２の外側に位置している。開口４２ａの横幅を狭めるべく、２つのホルダ部材４
２１，４２２の一方を他方に対しスライドさせると、図８に示すように、突起４２１が穴
４２２ａの中に入り込む。このように、ホルダ部材４２１，４２２をスライドさせて開口
４２ａの横幅を広げ、又は狭めるときは、突起４２ａとホルダ部材４２２との干渉による
クリックを伴ってスライドし、ある程度の力を加えないと広げた状態と狭めた状態との間
でスライドしない構成となっている。
【００３６】
　また、２つのホルダ部材４２１，４２２には、それぞれ２箇所にネジ止め用の取付穴４
２１ｂ，４２２ｂが設けられており、それらの取付穴４２１ｂ,４２２ｂは、開口４２ａ
の横幅を狭めた状態で重なって、このホルダ４２の取付穴４２ｂを構成し、このホルダ４
２が、以下に説明する固定金具にネジ止めされる構造となっている。
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【００３７】
　図９は、固定金具の斜視図である。
【００３８】
　この固定金具４３は、ＨＤＤ４１を保持したホルダ４２を取り付けるためのものであり
、メイン基板３０（図４参照）上に固定される。
【００３９】
　この固定金具４３は、その中央に、ホルダ４２に保持されたＨＤＤ４１が配置される開
口４３ａを有し、その開口４３ａの両側には、ホルダ４２を案内するための案内レール４
３１が形成されている。
【００４０】
　また、この固定金具４３には、案内レール４３１から開口４３ａに入り込むように折り
曲げられて形成された、この固定金具４３をメイン基板上に載せるための台部４３２が設
けられており、さらに、この固定金具４３には、２ヶ所に固定舌片４３３が設けられてい
る。これらの固定舌片４３３は、メイン基板側に折れ曲がり、さらにその先端部が逆向き
に折れ曲がった形状を有し、メイン基板に接する先端部にはネジ止め用の固定穴４３３ａ
が形成されている。さらに、この固定金具４３には、ホルダ４２をネジ止めするためのネ
ジ穴４３４が形成されている。
【００４１】
　図１０は、図９に示す固定金具がメイン基板上に固定された状態を示す図である。
【００４２】
　メイン基板３０上には、ＣＰＵを始めとする多数の電子部品が搭載されているが、ここ
での説明に必要な部品として、メイン基板３０上には、ＨＤＤコネクタ４１１（図５参照
）と組み合う基板コネクタ３１が搭載されている。この基板コネクタ３１は、固定金具４
３により形成されている開口４３ａの前端に位置し、ＨＤＤコネクタ４１１と組み合う嵌
合面３１１を横向きにして、その嵌合面３１１をその開口４３ａの後端側に向けた状態に
ある。
【００４３】
　さらに、固定金具４３の開口４３ａには、絶縁シート４４１が配置され、メイン基板３
０上に両面粘着テープ（図示せず）で固定されている。
【００４４】
　この開口４３ａには、メイン基板３０とぎりぎり接しない高さにＨＤＤ４１が置かれる
が、メイン基板３０上にはプリント配線（図示せず）が存在するため、ここに絶縁シート
４４１を貼り付けることにより、そのプリント配線とＨＤＤ４１の筐体との接触を確実に
防止している。
【００４５】
　図１１は、ＨＤＤを保持したホルダが固定金具上に置かれた状態を示す図である。
【００４６】
　ホルダ４２は、ＨＤＤ４１を保持したまま、固定金具４３の上に置かれる。図１１は、
この置かれた直後の状態を示している。ホルダ４２は、固定金具４３の上に置かれた後、
案内レール４３１（図１０参照）に案内されながら前方（矢印Ｙ方向）にスライドされる
。このスライドにより、ＨＤＤコネクタ４１１がメイン基板３０上に固定されている基板
コネクタ３１（図１０参照）に組み合う。
【００４７】
　ここでは、ホルダ４２は案内レール４３１に案内されてスライドされることから、ＨＤ
Ｄコネクタ４１１と基板コネクタ３１は互いに位置決めされた状態で向き合い、確実に組
み合わされる。
【００４８】
　また、固定金具４３に開口４３ａが設けられており、またホルダ４２も開口４２ａを有
し、ＨＤＤ４１は、メイン基板３０に接しないぎりぎりの高さに配置され、ＰＣ本体２０
の薄型化、小型化に寄与している。
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【００４９】
　ホルダ４２を、図１１の状態から前方（矢印Ｙ方向）にスライドさせると、ホルダの取
付穴４２ｂが固定金具４３のネジ穴４３４と重なり、ホルダ４２はその状態で、図４に示
すように、ネジ４４２により固定金具４３にネジ止めされる。
（支持板取付構造）
　図１２は、背面カバーを外した状態のＰＣ本体の背面を斜め下から見て示した斜視図、
図１３は、図１２に示す状態からいくつかの部品を取り外して示した、図１２と同様の斜
視図、図１４は支持板を表示パネル背面から取り外して、支持板と表示パネル（背面）を
並べて示した斜視図である。
【００５０】
　図１２には、図４と同様、ファン２７、放熱フィン２８、メイン基板３０、ＨＤＤユニ
ット４０、および光ディスクユニット５０などが示されており、これらは、図１に示す表
示画面２１ａを有する表示パネル２１（図１４には表示パネル２１の背面２１ｂが示され
ている）の背面２１ｂに面して広がる金属製の支持板６０上に配置されている。
【００５１】
　図１３，図１４では、光ディスクユニット５０が取り外されており、支持板６０が広が
っているのが分かる。この支持板６０上の、光ディスクユニット５０を取り外した部分に
示されている穴や突起は、光ディスクユニットの取付け、取外し時の案内や支持板６０へ
の係止等を担うものであり、詳細は後述する。
【００５２】
　また、この支持板６０上の、光ディスクユニット５０を取り外した部分を除く部分には
、メイン基板３０が広がっている。図１３，図１４ではファン２７や放熱フィン２８も取
り外されており、メイン基板３０に形成された、ファン２７に空気を吸引するための穴３
０１が示されており、また、放熱フィン２８により放熱される対象のＣＰＵ３０２が示さ
れている。また、メイン基板３０には、光ディスクユニット側に、相手コネクタと組み合
う嵌合面３０３ａを光ディスクユニット側に向けたコネクタ３０３が固定されている。
【００５３】
　また、２つの支持板６０は、表示パネル２１の背面に広がる部分のほか、下端側（図１
２,図１３の手前側）に、このＰＣ本体背面側に折り曲げられて形成された支持板下面６
１を有し、また上端側（図１２,図１３の奥側）に、このＰＣ本体の背面側に折り曲げら
れて形成された支持板上面６２を有する。
【００５４】
　また、表示パネル２１の両側面にはネジ穴（図示せず）が形成されており、左右一対の
固定金具７０が表示パネル２１の両側面にネジで固定され、表示パネル２１は、その左右
に固定金具７０がネジ止めされた状態で、前枠２２に嵌め込まれている。
【００５５】
　また、支持板下面６１には、前枠係合穴６１１が形成されており、また、前枠２２には
、支持板下面６１に向かって突出しその支持板下面６１に形成された前枠係止穴６１１に
入り込む係止突起２２２が形成されている。
【００５６】
　表示パネル２１の左右に固定される一対の固定金具７０は、前枠２２を構成する左右の
枠体２２１のそれぞれに沿って上下に延在し、支持板６０は、その一対の固定金具７０に
乗せられて下方（図１２～図１４の手前側）にスライドされる。ここで、一対の固定金具
７０のそれぞれには、その下端に、このＰＣ本体の背面側に折り曲げられて立設し、ネジ
止め用の取付穴７１１が形成された締結部７１を有し、支持板下面６１にも取付穴６１２
が形成されている。支持板６０が一対の固定金具７０の上に乗って下にスライドすると、
固定金具７０の締結部７１に形成された取付穴７１１と支持板下面６１に形成された取付
穴６１２とが重なり、支持板６０は、これらの取付穴７１１，６１２が利用されて固定金
具７０に固定される。
【００５７】
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　尚、ここでは、一対の固定金具７０の双方に締結部７１を設け、支持板６０を、２本の
ネジ７１８（図１２参照）で固定しているが、固定金具７０と支持板６０は以下に説明す
る係止機構により係止されるため、ネジ止めは左右のいずれか一方であってもよい。
【００５８】
　図１５は、一方の固定金具の部分を示した斜視図、図１６は、一方の固定金具の下端部
分を示した平面図である。
【００５９】
　図１３,図１４にも示されているように、固定金具７０には、支持板６０を支持する側
に突出し、中央が広がった形状の係止突起７２を有する。
【００６０】
　この係止突起７２は、支持板６０との相対的なスライドにより、その支持板６０を解除
自在に係止するものである。
【００６１】
　図１７は、固定金具の上に支持板が乗ったときの、係止部の部分を示す図、図１８は、
図１７に示す状態から支持板が下にスライドした状態を示す図である。
【００６２】
　支持板６０の左右の、固定金具７０に設けられた係止突起７２に対応する部分には、下
側が幅広で上側が狭幅な係止穴６３が形成されている。支持板６０を固定金具７０に乗せ
るにあたっては、係止穴６３の幅広の部分に固定金具７０の係止突起７２が一致するよう
に乗せる。こうすると、係止突起７２は、係止穴６３を通って支持板６０の反対側の面（
支持板６０の、メイン基板３０等が搭載された側の面）よりも上に突出する。その状態で
、支持板６０を固定金具７０に対し相対的に下方にスライドさせると、図１８に示すよう
に、固定金具７０の係止突起７２が支持板６０の係止穴６２の狭幅の部分と重なり、支持
板６０が固定金具７０に係止されて、支持板６０を持ち上げても固定金具７０から外れな
い状態となる。
【００６３】
　図１９,図２０は、固定金具の締結部と支持板下面との位置関係を示す図であり、図１
９は支持板を固定金具に乗せたときの状態を示す図、図２０は、支持板を固定金具に対し
下方にスライドさせた後の状態を示す図である。
【００６４】
　支持板下面６１は、スライド前は、図１９に示すように、固定金具７０の締結部７１か
ら離れており、支持板６０を下方にスライドさせると、図１８に示すように支持板６０が
固定金具７０に係止されるとともに、図２０に示すように、支持板下面６１が固定金具７
０の締結部７１に突き当たる。
【００６５】
　また、このスライドにより、支持板下面６１に設けられた前枠係止穴６１１（図１４参
照）に、前枠２２に設けられた係止突起２２２が入り込む。
【００６６】
　この状態で、図１４に示す、締結部７１の取付穴７１１と支持板下面６１の取付穴６１
２とが重なり、さらに取付部材６３に設けられたネジ穴（図示せず）も重なり、それらの
穴が利用されて、図１２に示すように左右１本ずつのネジ７１８でネジ止めされる。
【００６７】
　このように、本実施形態のＰＣ本体では、表示パネルの左右の縁に沿って延びる一対の
固定金具７０を利用し、多数の電子部品を搭載した支持板６０を、固定金具７０上に置く
ことにより表示パネル２１の背面に配置してスライドさせることにより、その支持板６０
が固定金具７０に係止される。本実施形態のＰＣ本体の場合、このような簡単な構造を備
え、容易に組立て、分解することができる。　
（アンテナ取付構造）
　図２１は、ＰＣ本体の背面カバーを外し、その背面を斜め上から見て示した斜視図、図
２２は、図２１の部分拡大図である。
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【００６８】
　図２１にも、メイン基板３０、ＨＤＤユニット４０、ファン２７、放熱フィン２８、光
ディスクユニット５０、支持板６０などが現れている。
【００６９】
　支持板上面６２（図１３を合わせて参照）には、支持板上面６２に沿って左右に延在す
る樹脂製のフレーム８０がネジ８１で固定されており、その長手方向（左右方向）の３箇
所にアンテナ配置部８２が形成されている。それら３箇所のアンテナ配置部８２のうちの
２箇所のアンテナ配置部にはアンテナ８９が配置されている。残りの１箇所のアンテナ配
置部８２は、予備のアンテナ配置部であり、ここにはアンテナは配置されておらず空のま
まになっている。
【００７０】
　ここで、フレーム８０には、係合穴８３が形成されており、前枠２２には、その係合穴
８３に入り込んで前枠２２をフレーム８０に固定する係止爪２２３が形成されている。上
述したようにして支持板６０が固定金具７０の上に乗せられて下方にスライドすると、こ
の係止爪２２３が係止穴８３に入り込んで前枠２２がフレーム８０に固定されることによ
って、アンテナ８９がアンテナ配置部８２に固定される。詳細は以下において説明する。
【００７１】
　図２３は、３箇所のアンテナ配置部のうちの１箇所を示した斜視図である。ここでは、
前枠は取り外され、かつアンテナ配置部からアンテナが取り外された状態を示している。
【００７２】
　フレーム８０は、このアンテナ配置部８２において、支持板６０の前面（表示パネル２
１の背面２１ｂ（図１４,図１５参照）側を向いた面）の上縁の一部を露出させる開口８
２１を有する。この開口８２１には、支持板前面の一部からなる露出部分６０３と、その
露出部分６０３に続く、支持板上面６２の一部からなる露出部分６２３とで形成された、
アンテナ接地面６００が露出している。
【００７３】
　アンテナ８９は、汎用品であって、接地される基部８９１と電波を送受信する送受信部
８９２とを有し、アンテナ配置部８２には、アンテナ接地面６００にアンテナ８９の基部
８９１が接触する姿勢に配置される。また、このアンテナ配置部８２には、アンテナ配置
部８２にアンテナ８９が配置されたときに、アンテナ８９の送受信部８９２が接する接触
壁８２２が形成されている。この接触壁８２２は、開口８２１の、支持板上面６２の露出
部分６２３を区画し、この支持板上面６２から垂直に立ち上がる、フレーム８０に形成さ
れた壁である。
【００７４】
　すなわち、アンテナ８９の基部８９１は、支持板６０の前面の露出部分６０３と支持板
上面６２の露出部分６２３との双方に接する折り曲げられた形状を有するとともに、アン
テナ８９の送受信部８９２が接触壁８２２に宛がわれるように基部８９１からさらに折り
曲げられて立ち上がった形状を有している。
【００７５】
　また、アンテナ配置部８３には、アンテナ８９の基部８９１を支持板６０のアンテナ接
地面６００との間に挟む張出片８２３を有する。
【００７６】
　図２４は、アンテナ配置部にアンテナが配置された状態を示した斜視図である。
【００７７】
　アンテナ８９は、基部８９１が、アンテナ接地面６００（図２３参照）に接し、かつ張
出片８２３によって押さえられるように配置されている。
【００７８】
　図２５は、アンテナが配置された、もう１箇所のアンテナ配置部を示した斜視図である
。
【００７９】
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　張出片８２３の形状等、図２４に示すアンテナ配置部とは若干異なる部分があるが、基
本的な構成は、図２４に示すアンテナ配置部と同一である。
【００８０】
　図２６，図２７は、アンテナが配置されたアンテナ配置部と前枠を示す図であり、図２
６は前枠２２の取り付け前の状態、図２７は前枠２２を取り付けた後の状態を示している
。アンテナ配置部８２の両側には、上述した係合穴８３が形成されており、その係合穴８
３には前枠２２の係止爪２２３が入り込んで前枠２２がフレーム８０に固定される。
【００８１】
　このとき、アンテナ配置部８２を構成する張出片８２３を、前枠２２の、その張出片８
２３に対面する部分である押圧部２２４が押圧し、これにより、張出片８２３がアンテナ
８９の基部８９１を支持板６０のアンテナ接地面６００に押し当て、アンテナ８９の基部
８９１がアンテナ接地面６００に確実に接触して接地電位に保たれる。
【００８２】
　以上のように、本実施形態によれば、アンテナ８９をアンテナ配置部８２に配置するこ
とによってそのアンテナ８９が張出片８２３により仮止めされ、前枠２２を取り付けるこ
とによってその張出片８２３を介してアンテナ８９が支持板６０のアンテナ接地面６００
に確実に押し当てられる。本実施形態によれば、このような簡易な構造で汎用品のアンテ
ナ８９を容易に組立て、取外しでき、かつ組立後には支持板６０と基部８９１との確実な
接触によりアンテナ性能が維持される。
（メイン基板と光ディスクユニットとの間の着脱構造）
　図２８は、ＰＣ本体の背面カバーを外し、その背面を、光ディスクユニット側から斜め
に見て示した斜視図である。
【００８３】
　この光ディスクユニット５０は、ベース板５１と、平板状の電子部品である光ディスク
ドライブ５２と、その光ディスクドライブ５２を保持するホルダ５３と、回路基板５４と
を備えている。光ディスクドライブ５２は、ＣＤやＤＶＤなどの光ディスクが取出し自在
に装填され装填された光ディスクをアクセスする電子部品である。光ディスクドライブ５
２は、ホルダ５３に保持された状態でベース板５１に支持されており、また、回路基板５
４は、ベース板５１に固定されている。ここで、ベース板５１は、光ディスクドライブ５
２を支持する領域では、この図２８上、光ディスクドライブ５２の下に広がっており、光
ディスクドライブ５２と回路基板５４との間を通って立ち上がり、回路基板５４を固定す
る領域では、この図２８上、回路基板５４上に広がっている。
【００８４】
　また、この光ディスクユニット５０の全体は、支持板６０の上に搭載されている。
【００８５】
　この図２８には、光ディスクユニット５０の奥側に広がるメイン基板３０や、そのメイ
ン基板３０上に配置されたＨＤＤユニット４０も示されている。
【００８６】
　図２９は、光ディスクユニット５０を少しだけスライドさせた状態を示した図である。
【００８７】
　光ディスクユニット５０は、支持板６０に対しスライドする構造になっており（詳細は
後述する）、ここでは、図４に示す装着状態から光ディスクユニット５０の全体が矢印Ｚ
１方向にスライドし、さらに、その光ディスクユニット５０を構成するホルダ５３が、ベ
ース板５１に対しさらにＺ２方向にスライドした状態が示されている。
【００８８】
　このように、この光ディスクユニット５０は、その光ディスクユニット５０全体が一体
化されたモジュールのまま、支持板６０に対しスライドし、さらに、光ディスクユニット
５０を構成する、光ディスクドライブ５２を保持したホルダ５３が、ベース板５１に対し
スライドするという、二重のスライド構造となっている。
【００８９】
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　この図２９には、光ディスクユニット５０のスライドにより、メイン基板３０に備えら
れたコネクタ３０３（図４を合わせて参照）があらわれており、また、ホルダ５３のスラ
イドにより、回路基板５４に備えられたコネクタ５１もあらわれている。
【００９０】
　メイン基板３０に備えられたコネクタ３０３は、回路基板５４の、図２９から見たとき
の裏面に備えられたコネクタ５４２（図３１参照）と組み合うコネクタであり、図２９に
あらわれた、回路基板５４に備えられたコネクタ５４１は、光ディスクドライブ５２に備
えられたコネクタ（図示せず）と組み合うコネクタである。
【００９１】
　図３０は、光ディスクユニットを取り外した後の支持板を示した図、図３１は、光ディ
スクユニットの、支持板と接する側の面を示した図である。
【００９２】
　図３０に示すように、支持板６０には、光ディスクユニット５０のベース板５１を係止
するための係止穴６５１と、係止後の光ディスクユニット５０の係止が不用意に外れない
ようにするためのロック片６５２と、光ディスクユニット５０のスライドを案内する案内
突起６５３が設けられている。ロック片６５２は片持ち梁形状を有し、中央部にロック爪
６５２ａが設けられている。
【００９３】
　また、光ディスクユニット５０を構成するベース板５１には、その裏面に、図３１に示
すように、図３０に示す係止穴６５１に入り込む係合突起５１１と、ロック爪６５２ａに
係止される係止突起５１２が設けられている。光ディスクユニット５０を支持板６０に装
着するにあたっては、光ディスクユニット５０を、ベース板６１の裏面の係合突起５１１
が支持板６０の係止穴６５１の幅の広い部分に合わせて支持板６０上に置く。このとき、
ベース板５１は、案内突起６５３に接しその案内突起６５３によりスライドが案内される
。この状態で光ディスクユニット５０を支持板６０上でメイン基板３０側にスライドさせ
ると、ベース板５２の裏面の係合突起５１１が、支持板６０の係止穴６５１の幅の狭い部
分に移動してベース板５１が支持板６０上に固定される。またこのとき、ベース板５１の
裏面のロック用の突起５１２が支持板６０上のロック爪６５２ａを乗り越え、逆方向への
スライドがロックされる。さらにこのとき、光ディスクユニット５０を構成する回路基板
５４の裏面に搭載されているコネクタ５４２が、メイン基板３０に固定されているコネク
タ３０３に組み合う。
【００９４】
　光ディスクユニット５０を取り外すときは、細い棒状のものをベース板５１の下に差し
込んでロック片６５２を押し、ベース板５１の下面のロック用の突起５１２と支持板６０
に設けられたロック爪６５２ａとの係合を外し、そのまま、光ディスクユニット５０をメ
イン基板３０から離れる方向にスライドさせる。すると、ベース板５１の裏面の係合突起
５１１が支持板６０に設けられた係止穴６５１の幅広の部分に移動し、その状態で光ディ
スクユニット５０を持ち上げることにより光ディスクユニット５０を支持板６０から取り
外すことができる。
【００９５】
　このように、本実施形態のＰＣ本体は、表示パネル２１の背面に広がる支持板６０に固
定されたメイン基板３０と、その同じ支持板６０に支持された光ディスクユニット５０と
を備え、光ディスクユニット５０が支持板６０に対しスライドすることによりその支持板
６０に係止され、あるいは逆方向にスライドすることによりその係止が解除され、スライ
ドにより係止されたときに、メイン基板３０のコネクタ３０３と光ディスクユニット５０
を構成する回路基板５４のコネクタ５４２とが組み合い、逆方向へのスライドにより係止
が解除されたときにそれらのコネクタ３０３，５４２の結合も解除される。この構造によ
り、光ディスクユニット５０の支持板６０への組立て、分解が容易であるとともに、メイ
ン基板３０についても、光ディスクユニット５０との結合、分離が容易であることから支
持板６０上への組込みおよび取外しが容易となる。
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【００９６】
　図３２は、光ディスクユニット５０のベース板５１を支持板６０上に残したまま、ホル
ダ５３を取り外した状態を示す分解斜視図である。
【００９７】
　ベース板５１の一方の側面５１ａには、係止片５１１を有する。一方、ホルダ５３には
、一方の側面５３ａに係止膨部５３１が形成されている。
【００９８】
　このホルダ５３は、ベース板５１の側壁５１ａおよび壁面５１ｂに案内されてメイン基
板３０に接離する方向にスライドし、メイン基板３０に接近する方向にスライドするとホ
ルダ５３の側面の係止膨部５３１がベース板５０の側面５１ａに形成された係止片５１１
に係合して固定される。
【００９９】
　また、このメイン基板３０側へのスライドにより、回路基板５４に備えられたコネクタ
５４１と、光ディスクドライブ５２に備えられた、図示しないコネクタとが結合する。
【０１００】
　図３３は、ホルダに保持された状態の光ディスクドライブを示した図、図３４は、ホル
ダと、そのホルダから外した状態の光ディスクドライブとを並べて示した図である。
【０１０１】
　ホルダ５３には、光ディスクドライブ５２が置かれるメイン部材５３４と、そのメイン
部材５３４に対しスライドして光ディスクドライブ５２の一方の側面を押さえるスライド
板５３５とを有し、図３４に示すように、スライド板５３５を広げた状態で光ディスクユ
ニット５２がホルダ５３に乗せられ、図３３に示すようにそのスライド板５３５が狭めら
れ、これにより、光ディスクユニット５２がホルダ５３に保持される。
【図面の簡単な説明】
【０１０２】
【図１】パーソナルコンピュータ（ＰＣ）の外観斜視図である。
【図２】図１に示すＰＣの背面側を見た外観斜視図である。
【図３】ＰＣ本体背面の吸気口の部分を示した断面斜視図である。
【図４】図１，図２に示すＰＣ本体の、背面カバーを取り外してその内部の構成を示した
図である。
【図５】単体のハードディスクドライブ（ＨＤＤ）と、そのＨＤＤを保存するホルダを示
した斜視図である。
【図６】ホルダの開口にＨＤＤを配置した状態を示した図である。
【図７】ホルダの２つの突起および２つの穴のうちの一方の組合せの部分を示す図である
。
【図８】ホルダの２つの突起および２つの穴のうちの一方の組合せの部分を示す図である
。
【図９】固定金具の斜視図である。
【図１０】固定金具がメイン基板上に固定された状態を示す図である。
【図１１】ＨＤＤを保持したホルダが固定金具上に置かれた状態を示す図である。
【図１２】ＰＣ本体の背面カバーを外し、その平面を斜め下から見て示した斜視図である
。
【図１３】図１２に示す状態からいくつかの部品を取り外して示した図１２と同様の斜視
図である。
【図１４】支持板を表示パネル背面から取り外して、支持板と表示パネル（背面）を並べ
て示した斜視図である。
【図１５】一方の固定金具の部分を示した斜視図である。
【図１６】一方の固定金具の下端部分を示した平面図である。
【図１７】固定金具の上に支持板が乗ったときの、係止部の部分を示す図である。
【図１８】図１７に示す状態から支持板が下にスライドした状態を示す図である。
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【図１９】支持板を固定金具に乗せたときの状態を示す図である。
【図２０】支持板を固定金具に対し下方にスライドさせた後の状態を示す図である。
【図２１】ＰＣ本体の背面カバーを外し、その背面を斜め上から見て示した斜視図である
。
【図２２】図２１の部分拡大図である。
【図２３】３箇所のアンテナ配置部のうちの１箇所を示した斜視図である。
【図２４】アンテナ配置部にアンテナが配置された状態を示した斜視図である。
【図２５】アンテナが配置された、もう１箇所のアンテナ配置部を示した斜視図である。
【図２６】アンテナが配置されたアンテナ配置部と前枠を示す図である。
【図２７】アンテナが配置されたアンテナ配置部と前枠を示す図である。
【図２８】ＰＣ本体の背面カバーを外し、その背面を、光ディスクユニット側から斜めに
見て示した斜視図である。
【図２９】光ディスクユニットを少しだけスライドさせた状態を示した図である。
【図３０】光ディスクユニットを取り外した後の支持板を示した図である。
【図３１】光ディスクユニットの、支持板と接する側の面を示した図である。
【図３２】光ディスクユニットのベース板を支持板上に残したまま、ホルダを取り外した
状態を示す分解斜視図である。
【図３３】ホルダに保持された状態の光ディスクドライブを示した図である。
【図３４】ホルダと、そのホルダから外した状態の光ディスクドライブとを並べて示した
図である。
【符号の説明】
【０１０３】
　１０　　ＰＣ
　２０　　ＰＣ本体
　２１ａ　　表示画面
　２１　　表示パネル
　２２　　前枠
　２２ａ　　アイコン
　２３　　吸気口
　２４　　排気口
　２５　　吸気室
　２６　　シールド板
　２７　　ファン
　２８　　放熱フィン
　２９　　後カバー
　３０　　メイン基板
　３１　　基板コネクタ
　４０　　ＨＤＤユニット
　４１　　ＨＤＤ
　４２，５３　　ホルダ
　４２ａ　　開口
　４３，７０　　固定金具
　４３ａ　　開口
　５０　　光ディスクユニット
　５１　　ベース板
　５２　　光ディスクドライブ
　５４　　回路基板
　６０　　支持板
　６１　　支持板下面
　６２　　支持板上面
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　６３　　取付金具
　７１　　締結部
　７２　　係止突起
　８０　　フレーム
　８２　　アンテナ配置部
　８３，４１２　　係合穴
　８９　　アンテナ
　９０　　回転台
　９１　　支持機構
　２２３　　係止爪
　２６２　　空気吸入口
　３０２　　ＣＰＵ
　３０３　　コネクタ
　４１１　　ＨＤＤコネクタ
　４３１　　案内レール
　４３３　　固定舌片
　４４１　　絶縁シート
　５１１　　係合突起
　５４１，５４２　　コネクタ
　６００　　アンテナ接地面
　６０３，６２３　　露出部分
　６５１　　係止穴
　６５２　　ロック片
　６５２ａ　　ロック爪
　６５３　　案内突起
　８２１　　開口
　８２３　　張出片
　８９１　　基部
　８９２　　送受信部
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